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御堂筋の変遷

⚫ 大阪は、16世紀後半より大阪城の城下

町として栄え、人中心で都市近接性と

持続可能性を備えた街だった。

整備後
1937（昭和12）年：完成当時の御堂筋

整備前
幅員６メートル、約1.3キロメートルの狭く
短い道だった

レジリエンス・持続可能
誰もが安全で快適に暮らせる都市へ

⚫ 道路の完成に先駆けて開通していた地下鉄

⚫ 自然にあふれ、延焼を防ぐ4列のイチョウ並木

⚫ 電線、電柱のない無電柱化による美しい景観

（写真提供）大阪歴史博物館

船場
城下町

上町
城下町

天満
城下町

大阪城

御堂筋

（図提供）大阪市立図書館

1657年に作成された地図

⚫ 御堂筋は、近代に入り、100年先の街

づくりを見据え、幅員44mのシンボル

ストリートを整備。

近世

近代
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⚫ 1960年代には、モータリゼーションによる車中心の道路と

なったが、近年ではクルマは減少、歩行者・自転車は増加

⚫近年特に車の量が減少。歩道が広がった区間は歩行者が増加

モータリゼーションの到来

● 自動車交通量は、
約４０年前に比べ約5～7割減少。

自転車交通量

● 歩行者交通量について長堀通付近では、
約４倍と大きく増加（特に側道歩行者空間化後）

歩行者交通量

自転車 ・歩行者交通量の変遷自動車交通量の変遷

現在の御堂筋

1965（昭和40）年

御堂筋の変遷

● 自転車交通量は、大幅に増加後、減少傾向
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御堂筋完成80周年を契機とした将来ビジョンの策定

「世界最新モデルとなる、人中心のストリートへ」

～まちとつながり、人がつながっていく新たな価値を創出する空間へ～

【道路空間の取組み】

人中心～フルモール化

御堂筋完成100周年を
ターゲットイヤーとして
車中心から、人中心のストリートに
転換を図るための
検討と実践を推進

【都 市】

都市のリノベーション～大阪・関西の成長

～都市のリノベーションを推進するトリガーとしての道路空間の再編～

側道歩行者空間化

ファーストステップ

⚫社会実験（交通影響、利活用）実施、検証
⚫実施設計からハード整備
⚫公民連携体制の構築、役割分担の明確化 など

現況

現況

歩道割合 約27％（12m／44m）

側道
歩行者
空間化

歩道割合 約70％（31m／44m）

歩道 側道 本線 側道 歩道

44m

13m
4～

4.5m
5～

5.5m 6m
4～
4.5
m

5～
5.5m6m

本線

44m

13m

歩道歩道

15.5m15.5m

※寸法は概ねの距離を記述

御堂筋将来ビジョン
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御堂筋側道歩行者空間化の状況

After

Before

Ｎ

200m 700m200m 700m 1,200m

R4.3
整備済

難波 本町３
難波
西口 新橋

船場
中央３ 淀屋橋平野町周防町

R4.11
整備済

千日前通 道頓堀川 長堀通 中央大通 土佐堀通

R6.12
整備済

R7.3
整備済

R7.3
整備済

R7.3
整備済

博労町通

調査 調査

御堂筋側道歩行者空間化
～ ファーストステップ ～

御堂筋将来ビジョンに基づくファーストステップの取組み
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⚫ 御堂筋は景観重要公共施設であり、その沿道は、市の景観施策上特に重要なエリア

⚫ 「御堂筋空間再編整備ガイドライン（みちガイドライン）」を策定し、景観条例と連動

 メインストリートにふさわしい高質な空間の実現

 イチョウの魅力を感じる風格ある空間の実現

の２つの大きな構成要素とし、整備時・利活用時ともに遵守するものとして規定

⚫ 高質な空間の実現に向け、自然素材の質感を重視。地上工作物の寸法・配置に留意

⚫ 御堂筋の４列配置のイチョウは、市の指定文化財。大阪の象徴として景観形成の主軸に

御堂筋の景観形成 ～ 御堂筋空間再編整備ガイドライン（みちガイドライン） ～
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御堂筋の景観形成 ～ 御堂筋空間再編整備ガイドライン（みちガイドライン） ～
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「景観形成」×「GX:気候変動対策」

御堂筋の景観形成 ～ イチョウ並木（市指定文化財）による街路景観の統一感の演出～

⚫ 景観形成のためにイチョウの生長が必要
舗装しても根が伸長できるスペースを造る

⚫ イチョウの根が張るスペースは透水性舗装に

⚫ 暑熱対策にもつながり、気候変動対策に寄与

透水性舗装

ほこみち区域 通行空間

イチョウイチョウ
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歩行者利便増進道路制度（ほこみち）

御堂筋における官民連携・道路空間利活用制度の概要

道路協力団体制度
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御堂筋 道路空間の利活用 社会実験（御堂筋チャレンジ2024）の様子

おもてなし空間
（バナー・花飾り）

滞在空間
（テーブル・椅子）

アーバン・スポーツの体験

文化・芸術発信（ストリートコンサート） ウェルネスの体験

公開空地

ほこみち区域

1stから更に歩道が
拡がった場合を想定

通行空間４ｍ

ほこみち通行空間 1stから更に歩道が
拡がった場合を想定

空間再編整備
利活用

賑わい創出等

収益性の確保

高質な道路の維持
まち全体の活性化

利活用の取組み（サイクル）
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来訪・回遊が拡大 ・期間中消費額※が

増加、波及
※クレジットカート決済額

御堂筋・なんば広場でのでの

利活用等で来訪数が増

滞在
長く過ごす

回遊
歩きまわる

購買
売上が伸びる

御堂筋・なんば広場 道路空間利活用社会実験による効果
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あ
た
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（
万
円/

人
）

推移
▼期間中の消費の変化

御堂筋チャレンジ2023

ハロウィンでは、
人は増えたが
1人当たり単価

が減少

祝
休
日

マルシェやベンチ等設置
の社会実験により、
来訪者が増え
周辺の消費金額が増加

増加

減少

増加

増加

各取組で来訪・回遊の促進・分散効果がみられ、消費も拡大
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海外都市との連携の取組み

December 11 (Wednesday) and 12 (Thursday), 2024

主なプログラム

⚫都心部のストリートに求められる役割と機能

⚫都心部のストリートのあり方

⚫公民が連携した都心部のストリートの利活用

⚫本会議で、参加都市のストリートづくりに対する新しい考え方を共有し、
互いに親密な関係を構築し、成果を広く発信することができた。

⚫この成果をもとに、参加都市が「人を中心とした豊かなみちづくり」を加
速させ、豊かで魅力的なまち、気候変動に強いまちづくりの取り組みが
国際社会に広がり、市民が質の高い環境の中で潜在能力を発揮できる
ようになることを期待する。

確認書

The World Street Congress OSAKA 2024 開催
主催：大阪市建設局/後援：国土交通省

Paris New York

Melbourne Chicago
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・毎月第１日曜日に大きなイベントを実施。

・フランスは映画大国なので、シャンゼリゼを映画館にするというイベント、「日曜日の映画館」を実施。

・１７５０人が参加、メディアで７１０万人がみた。皆にシャンゼリゼを刻み込むことができ映像が世界に発信

・イベントは定期的に行い、非常にインパクトが強い、ハイライトとなる瞬間が必要。

・シャンゼリゼ通りを訪れるパリ市民が少ない。住民がいきたいと思う場所にすることが最も重要。

・まず中心的アイデアを出し、シャンゼリゼとは何かを語り、パリ全体が恩恵を受けるものとすること

・スポンサーにも恩恵があるように、特別な体験をする、という気を与え、スポンサー自身がどういった関わりができ

るのか、アイデアとしてもってもらうことが重要。

・世界発信される分、我々に大きな責任が伴う。それはフランスの国、国際的な責任でもある。

・イベントは道徳倫理面や社会的な責任の面でパーフェクトでなければならない。

・イベント自体はあまりに営利的にならないようにすべきだと思う。

Timour VEYRI
Paris

シャンゼリゼ委員会
総代表

パリ・シャンゼリゼ委員会の取組み紹介
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15分都市 ～パリ市の取組み～

歩道に面した１階は商店とし、
オープンカフェを常設。
身近なマルシェも設置。

「子どものための道」として
学校前を常時歩行者専用に。
あそび場や滞在空間として活用。

ロータリー広場の車道の一部
を歩行者空間化し、植樹し、
森となった広場

1階商店・オープンカフェの様子

マルシェの様子

学校前道路の利活用の様子

学校前道路の利活用の様子

ロータリーを歩行者空間・森へ

森の中でくつろいでいる様子



14
2026.7.28

持続可能な官民連携の取組み

道路空間の再構築はスタートライン、利活用でエリア価値をどう高めていくか

◆道路の利活用の効果を街全体へ波及させる仕組み ・ 市民の意識醸成

◆財源の確保 ・ 行政と民間の分担の仕組み

◆データとして可視化し、民間、地域、企業等の関係者と対話する仕組み

これまでの発想のステップアップが必要

高質な道路の維持
まち全体の活性化
＋レジリエンス
＋都市近接性

都市プロモーション戦略
に基づく賑わい創出

ブランド力向上
まち・社会への波及

収益性確保

発想の転換
で好循環

空間再編・利活用

賑わい創出等

収益性の確保

高質な道路の維持
まち全体の活性化

収益性が小さく
財源確保が限定的

高質な管理
まで届かない

これまでの利活用サイクル 目指すべきサイクル

御堂筋・エリアの価値を高める工夫
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⚫ ワンイシューでインパクトのある企画を
御堂筋&周辺エリア全体で同時展開

ex)万博時に３大イベントを実施 ⇒ 周年事業化

⚫ 御堂筋でしか体験できない演出を行い
世界に発信し、御堂筋のブランド価値を高める

ex)御堂筋：みちの未来体験のlaboratory空間・ショーケース

都市プロモーション戦略を立て、明確なメッセージを発信し、大きなインパクト、
より大きな官民連携体制を構築

発想
転換

秋：床発電×ギネスに挑戦春：フラワーセンテンス×ギネスに挑戦

企業 御堂筋
（行政）

まち

社会・
世界？

Point
✓公共性・公益性

✓一貫性/地域特性

✓歴史・伝統を見つつ
未来を見据える

✓シンプルな投資
の仕組み

✓早めの公表・周知

⚫ 都市プロモーションに見合った賑わいをもと
に、日常の高質管理・にぎわい創出に還元

御堂筋の大イベント時
に大きな投資効果を
上げることが

可能なコンテンツ

その他の時期に
中～小規模で実施し
収支がトントンで

回収できるコンテンツ

投資効果の大きい
コンテンツで事業化

戦略・企画

御堂筋 「みちの未来体験EXPO」の取組み
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御堂筋 「みちの未来体験EXPO」の取組み
持続可能な仕組み構築に向けたアプローチ ～御堂筋のブランディングと多様な主体との連携～

▼フラワーカーペットで雰囲気はよくなったか

とても良くなった

59%

良くなった

29%

どちらでもない・変わらない

10%

悪くなった

1%
とても悪くなった

1%

N=232

▼文化祭の雰囲気を感じられたか

アート、花テーマ 夕涼みテーマ 文化祭、音楽テーマ

テーマ型イベント ～御堂筋らしく、季節に応じたテーマ設定により、統一的な場を演出～

とても感じた

55%感じた

27%

普通

12%

感じなかった

5%

N=273

Art Walk 御堂筋 Summer Camp 御堂筋 With 御堂筋

▼提灯などで雰囲気はよくなったか

そう思う

74%

そう思わない

3%

わからない

13%

気づかなかった

9%

N=290

約9割が雰囲気が
良くなったと感じた

約8割が雰囲気が
良くなったと感じた

約8割が文化祭の
雰囲気を感じた

テーマに合わせたギネス世界記録®に挑戦し、見事達成！

発電床®

全く感じなかった
２％

花文字 打ち水
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みちの未来体験EXPO：協賛獲得の失敗と成功

広告・協賛の位置づけ 企業へのアプローチ 協賛金運用
御堂筋
チャレンジ
2025EXPO

・広告スペースの販売（広告として
の協賛募集）

・飛び込みで企業の広告担当にアプローチ
→ROI：ビジネスとしてのアプローチ

・特定イベントの収益はイベント内で精算

90th方向性

・御堂筋のまちを一緒につくる
“共創パートナー”としての企
業の募集

・説得力のあるデータに基づくセールスシートの作成
・アプローチ先を広告担当だけでなく、CSRや企業ブラ
ンディングを所掌する部署に拡大
・開催1年前から企業にアプローチ
⇒CSR・公共的ブランディング確立としてのアプローチ

・道路協力団体の活動資金確保スキーム
の確立
・協賛金獲得スキームの専門家（弁護士・
税理士）への相談

企業 協賛内容 協賛理由

タイヤメーカー オブジェ協賛 高い公共性、企業テーマとの一致

精密機器メー

カー

ブース出展 CSRと製品デモの機会

百貨店 ブース出展 百貨店前空間という場所としての魅力

ビールメーカー ブース出展 まちづくりPRと関係者間交流の機会

… … …

▼協賛理由

成功理由

✓公共性の高いプロジェクトへの共感

✓テーマが企業目標と合致
（CSR・PR機会）

✓特別な場所・空間の利用

＋ 運用面の法的課題 … 特定イベントで得られた協賛金を別イベントや道路協力団体の活動の費用として運用できるのか確認が必要

失敗理由

✓不明確なROI（投資収益率）

✓来場者データの不足

✓予算確保の期間不足

ウェブ広告と比
較すると、費用
対効果が低い

企業予算に入れ
るなら、1年前に
アプローチして
もらわないと

面白そうだけど、
データが不足して
いて、社内で数値
で説明できない

成功
（協賛を承諾）：

55社
（73％）

失敗
（協賛は難しい）：

20社
（27％）

協賛アプローチ
７5社
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各概念と現在地の把握

・フルモール化に向けた人中心の空間の創出にあたっては、拡がった人中心における魅力的な空間づくり並びにその管理・運営を持
続的に行うための公民連携でのマネジメントの仕組みの構築が必要である

道路空間の再構築はスタートライン、利活用でエリア価値をどう高めていくか

◆道路の利活用の効果を街全体へ波及させる仕組み ・ 市民の意識醸成

◆財源の確保 ・ 行政と民間の分担の仕組み

◆データとして可視化し、民間、地域、企業等の関係者と対話する仕組み

これまでの発想のステップアップが必要

高質な道路の維持
まち全体の活性化
＋レジリエンス
＋都市近接性

都市プロモーション戦略
に基づく賑わい創出

ブランド力向上
まち・社会への波及

収益性確保

発想の転換
で好循環

空間再編・利活用

賑わい創出等

収益性の確保

高質な道路の維持
まち全体の活性化

収益性が小さく
財源確保が限定的

高質な管理
まで届かない

これまでの利活用サイクル 目指すべきサイクル

御堂筋の大イベント時
に大きな投資効果を
上げることが
可能なコンテンツ

その他の時期に
中～小規模で実施し
収支がトントンで
回収できるコンテンツ

投資効果の大きい
コンテンツで事業化

▼持続可能な公民連携の取組み

90th方向性
ファーストステップの実施の中で得られた知見や、海外での事例の研究も行いながら、収益確保策や組織体制等を検討する場を設け
て本格的に議論・検討していく

▼マネタイズ施策の候補

広告収入 収益施設やイベントからの協力金

バナー広告
オブジェ型

広告

サイネージ

広告

プロジェクショ

ンマッピング

イベント

協賛
（コンテスト）

物品協賛 HP・広報物

（民間直接収入）
・広告収入
・収益施設やイベントからの協力金

（行政に一旦入って配分）
・地区内の道路占用料にON・基金活用
・特別税徴収・BID など

写真 絵画 バスキング 映画 ファッション
ストリート

ファニチャー

コンテスト ⇒学生・若者・市民等の活躍の場を提供し、イベント協賛（企業協賛）の

枠組みをつくる

▼大阪版BID制度
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長堀通

千日前通

土佐堀通

国道2号

北新地

ビジネス街

神社仏閣

中央大通

問屋街

アメリカ村

商業・娯楽

御
堂
筋

なんば広場

住居・ホテル・
専門学校等ブランド街

国道２号
～中央大通付近

上質な賑わいと風
格ある洗練されたビ
ジネスエリア

長堀通
～難波付近

楽しく歩ける賑わい
商業エリア

中央大通
～長堀通付近

落ちついた賑わいを感
じる伝統文化商業と新
ビジネスの複合エリア

地域特性を踏まえたプレイスメイキング
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共創パートナ–の自走化に向けて

2025 2026 2027

御堂筋90th

2037

御堂筋100th

2028-2031 2038-
2024

御堂筋89th

万博プレ EXPO2025

2032 2033-2036

御堂筋95th御堂筋88th御堂筋87th

第1段階：基盤構築期

行政が「共創パートナー」獲得を主導

✓ 大阪市が主体となり、共創パート
ナー獲得のモデルを構築する。

行政から道路協力団体へのパートナー移管

✓ 行政が発掘した共創パートナー
を、徐々に各道路協力団体へ引
き継いでいく。

✓ 各団体が自ら共創パートナーを
獲得し、規模を拡大できるよう行
政が支援する。

✓ 行政と団体が相互にパートナー
を発掘しては団体に引き継ぐ流
れを作る。

団体主体での安定運営

✓ 交通検証フェーズが完了し、フル
モール化の道筋が立つ。

✓ 各道路協力団体に共創パート
ナーが定着し、自立的なマネタイ
ズが可能になる。

✓ 実行委員会形式など、本格的な
団体主体での運営体制へ移行す
る。

第2段階：段階的移行期 第3段階：民間主導期

各概念と現在地の把握



21
2026.7.28

御堂筋 「みちの未来体験EXPO」の取組み ～交通対策の実証～
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御堂筋がもたらす価値と取組みの進め方

御堂筋による
まちの価値向上

道路空間の利活用
官民連携体制構築

■日常滞在空間・植栽等の検証

■にぎわい・回遊性向上の検証

■みちの未来の可視化・体験・実証実験

■持続可能な官民連携の構築検証

◉御堂筋全体を彩る周年イベント等
による御堂筋ブランドの創出

◉新たな官民連携体制構築
◉広報・プロモーション
＋GX/DX技術の可視化・体験

・ショーケース化

■側道歩行者空間化（新橋以北）

■フルモールに向けた次の再編整備

■フルモール化の実現

◉御堂筋沿道整備協議会等で合意形成

◉長期的な人中心の御堂筋の在り方

（フルモール化の交通・空間)の検討

◉みちガイドラインによる景観コントロール

＋GX/DX/健康長寿等の社会・環境

変化に伴う機能付加

道路空間再編整備

検証から
実装（整備）へ

海外連携
■海外都市との連携・交流・学び
◉姉妹ストリート協定
（Chicago、Melbourne）
◉世界のストリートと連携
（Paris、NY、Vienna）
◉世界ストリート会議（2024.12）

取組みの進め方

必要な概念

①プレイスメイキング
②マネタイズ
③制度の弾力化
④データドリブン

御堂筋が
もたらす
価値
（3つの柱）

市民が健康
でいきいき
とした豊かさ
を感じること
ができる

人の豊かさ 持続可能
地域・民間の創意によ
るまちの活性化・良質
な空間を維持する取
組みが自律的かつ持
続的に進む

新たな活動や
交流により
イノベーション
が起きる

イノベーション
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環境 ・・・ 持続可能なまちの条件として、緑化
や脱炭素、エネルギー循環の効率化をはかるこ
とを原動力とする。

社会 ・・・ 地域の多様な個性をつなぎ、地域と
連携する。安全、包摂、健康、誇り、参加などの
地域課題を原動力とする。

～88th

89th・90th ～

⇒イベント中心の取組では、協力な推進力が生まれない
⇒地域とのつながりの希薄化から継続的な取組とはならない

経済 ・・・ 人が集まり、新たなビジネスが生ま
れることで、収益化をはかり、継続的な取組と
することを原動力とする。

取組と動力（エンジン）の関係 まちづくりの動力（エンジン）

～御堂筋の取組みを推進するための動力（エンジン）～

これまでの主な動力 = ・・・ ✓マネタイズ重視の賑わい
✓イベント中心のプログラム

経済

経済

社会

環境

これからの主な動力 =
社会 環境 経済

御堂筋版ハイブリッドエンジン

海外連携

官民連携体制構築
（周年イベント等実施）

取組みの進め方

道路空間
再編整備

まちづくりの動力
（エンジン）

大阪市が今後目指す方向性
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御堂筋完成90周年（2027.5.11） 記念事業イベント 概要
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御堂筋完成90周年（2027.5.11） 記念事業イベント 概要
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